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(1) 動機：近年，若年層の地理情報に関する基礎知

識の低下や地図離れが指摘されている（宇根，

2016）．地理教育の基盤となる学校教育では，小

学 3～4 年生の社会科の授業で「自身の生活に関

する地理情報学習」が設定されているが，「市町村

名の穴埋め問題について，答えを見ながら埋めて

いく学習方法」が実態として存在し，学習者の動機

づけの観点から学習の作業化による地理情報認知

の阻害が懸念される．そこで筆者らは学習者が能

動的に学ぶ学習方法の必要性を感じ，「学び」と

「遊び」を基軸とした手続き（福本，2019）に着目し，

新潟県を対象とした地理情報認知を促進する学習

教材「新潟ぱるた」（図 1）を開発した．本稿では新

潟ぱるたを用いた実践について報告する． 
(2) 方法：「新潟ぱるた」はレーザーカッターで木材を

加工（刻印・市町村の外形線の切り出し）することで

得られた全 30 片から構成されるパズル状の教材と

なっている．遊び方はパズル遊び，かるた遊び，タ

ワー遊びといった複数の方法が存在し，楽しみな

がら新潟県の市町村名称や配置関係の認知を促

す仕組みを施した．また，各片には方位と隣接する

各市町村片の対応関係を示す補助番号を刻印し，

市町村の配置関係の事前知識がなくとも実践可能

な工夫を施した．新潟ぱるたを用いたワークショッ

プ（以下，本実践）を新潟県長岡市と燕市にて開催

し，小学校 1～4 年生（N＝39）を対象に本実践の

地理情報認知の効果を評価した．評価項目は，

「①実践内容は楽しかったか」，「②地理情報の学

習効果を感じられるか（主観評価）」，「③記憶して

いる市町村名の記述（学習効果の客観評価）」を設

定し，本実践の前後に質問紙調査を実施した． 

図 1：地理情報学習教材「新潟ぱるた」 

(3) 結果：「①実践内容は楽しかったか」については， 
「とてもそう思う（76.3%）・そう思う（15.8%）」となり，

92.1％の児童が肯定的に回答したことから学習者

が本実践に楽しく取り組めたことが示唆された． 
「②地理情報の学習効果を感じられるか」につい

ては，「市町村の名前を覚えられたか？」は，「とて

もそう思う（55.3%）・そう思う（26.3%）」となり，「新潟

について学べたか？」は，「とてもそう思う（52.6%）・

そう思う（31.6%）」となった．以上より，学習者は本

実践を通じて学習効果を感じられることが示唆され

た． 
「③記憶している市町村名の記述」については，

本実践前後に参加者により記述された新潟県の市

町村名の数の変位は，3.3（標準偏差 2.5）であるこ

とから，市町村名を認知させる効果が示唆された．

さらに，学年別に変位を見てみると （表 1），3～4
年生に比べて，1～2 年生は低い結果となっており，

本実践の効果を得るには参加者は小学 3 年生以

上が条件となることが課題として示唆された． 
以上より，限定的なサンプル数ではあるが，本実

践による効果は動機づけを損なうことなく楽しく取り

組むことが可能であり，主観的・客観的評価に基づ

き効果が見られる可能性が示唆された．今後は，

他都道府県版や町丁目単位版を開発し，スケール

による学習効果に差が見られるか検証を行う． 
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表 1：本実践前後に参加者により記述された新潟 
   県の市町村名の数の学年別変位 （N＝35） 

項目 全体 4 年生 3 年生 2 年生 1 年生 

対象者数 35 3 7 9 16 

変位の最大 11 11 9 5 6 

変位の最小 0 4 1 0 0 

平均 3.3 6.7 4.3 2.6 2.7 

標準偏差 2.5 3.8 2.7 1.7 2.0 


